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　　　　　　　1・はしがき　　　　融撚すると雷つても，面二なる噸痢舳副用

　現爽あるがままの市場は，われわれ入間が挙つて利益　　　せんとすることは殆んど稀で，それぞれの欲求する用途

や権勢などをめく“つてなす，鄭いと妥協との「揚」（field）　　　とか・それに期待する効用（utility）の度合には差異が

である。それだけにその内音附造は，常に幾多の人と物　　　存するというようなこと・などから・その同一商晶中に

とが，互に競姶い，絡み合い，或は依存し合いつつし　は多少と椴異1盤（…i・ti。n）の1獅られるのが常であ

ており，爽に複維多岐なものを包蔵している。従つて，　　　る。

これは・腿々経済学上・理論構成を純粋化し簡易化せん　　　かかる変蝿性に藁いて，同一樋の商晶と錐も，商晶そ

がために仮定せられるような，肉幽競印（f「ee　c°mpet－一　　れ肉体の物理化学的魅質と，火々の需要暫の轟壼の同的

三ぜ゜n）力院全賄われたり謡鼠織や1糊係湖全附組　に対する矧1との瓶関係により，しかも，その囎あ

まれ鋤いているものではない・こttは・完全辮（P・r一　くまでも需要暫側が主体性をもつてそれぞれその優鑓

fect　c°mpetlti°n）轍占（m。・。P。ly）も附二すると1購　た壱潮否別に区分されることにより，ここ｝・∫欄「縦」

に・それらが難し合つて鞍窟嫌まに徽している　（q。・lity）が形成さ泌。かのE，・H．チ私刈ンの

ものである…）　　　　　　　　　「商晶の分化」（diff，renti。ti・。・f　p・。d。、t）（、）といわれ

　いij　t現突に対して積樋的に取組むという立場から・　　　る，不完全競争市場の一特徴酌現象も，一つには，これ

ここでes　・こうした不完全競争醐（i㎜P・rfectly・・m一　に塾くのである。

器認あ灘蠕総灘くP“高繍碁禦撫綴蹴薦輪
察の対象にはう・　　　　　　　働もつていると、、えよう．しかしながら，楓そ5
日常・現実醐でよ！写轡才憾ず糠象の一つに・　した地位も，何にしても胴種」という麟に入つてい

店恥商品が・たと姻欄類のもの顔登も滋密曙　る限り，何等か贈嫉通性鮪している雛察される
えぱ・多かれ少なかれ，獺化学的膿から・或は効脳　ので，それらの間には，不完全ながらも互に儲関係の

から言つて・殆んど異つているということがある。　　　　　存することは否めない。されば，現実の同種商品を供給

普通ならば調知のように，同礪類（species）の　する企熱・あつては，こうした不完鋤雌性｝。より，

編というのは・「同畷る糊上の闇を賄するも　繊撒し畷争棚1罎され，他から脅やかされ，不

宏隷認驚娘鍵真継黎厚轄濃　撫難灘数竈議督詮1驚磁貿鯉

ぬ筈である・・s）　　　　　　　　て便利嫡融，牒るだ臆融る儲」で供waVX
とあが藩実は一つには・　tSl4kたと蠣磁代　うと図り，そうすることによつて「より多くの蠣敏

層儒州大学繊維学部　工業経営学研究箋　　　　　　　　　　ζとが，先決的課題となる。
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　そこで，一般的1こは，その政策実現の誌礎として，生一ト’　der　Kosten・ユ9・51．，　ss・　4．　50－454・をも謬照されたいD

産上調逮し利用し得る原材料もしくは部分晶の，優良で　　　　　⑧小原亀太郎「工棚巧料の管理と商晶の検寳」

しかも比幌［鞍価なものの獲得につとめたり，締，新　　PP・187－188・

鰍そして髄嫡融騰激されるよ猟優糠齎1・　　（4）E・H・Chambe「lin：ibid・・P・5（｝・　。．

翻・デザ・ナー蠣・す・…さらに・蝋懸　二謡濃翻、lf謙蹴宅認搬
（ent「ep「eneu「）・繭を1よじめとして・糠（f°「emgan）　　＿・a・．）尤も噛勤分伽，一・’・・．ム刈。継べ

及び労鵬がすべて粉繊術と経悪鯵褐ら泌ように　　る如く論ヲ1多融るr生闘勿E，，1　（As．の特徴』麟く場

訓練し効・（・）或は川湖セこ於て・いか漏程度の商・界・　　倉と，，，mPtrJrc・的なるr醐上の｝蘇件』に関聯レ磁

が多く求められ・または無視されているかのマーケット　　　　ずる場合とに一応区別されよう。然し乍ら，現代1：ド

・リサー鰍竄V勃テゴド・リサーーチなどが考えられ　　舩競礪命カミ棘㈲ζ醸視した柵諺物分化麟‘う
ている。（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後暫であつて，生騰物肉体の特徴ぽ，それを表灘孟す
、と1

ｱろで譜通，同勲もののうち離な融ゆ1辮，　　るため賄意蹴もの剛睡・れた」Gl仙殊「塑1
は，蝿にして高価であり，これに対して低位なそれは，　　占の鋤欄謝P・388・）こと幌お意して・腱たい・

多趣。して安価で踊ということ1よ，蝶として認めね　　（晒｝lf鮒「戯蕨か睨燭爆榊・脳」（「撒

’・・・・・・・…，，・a状齢・・それは 吹E姻・・…くも螺　脅罷懸濫溜翻。y。、，d、S、，，、M。。。．

わ泌・その一つV・・搬な襯・1鼠・どうしても生噸　　、＿，，　，，、。5．に，。れらの。とについての1葎1述が

用が高くなり・なかなか斌盛方式㈲磯肌徽い　　騒。
ことが挙げられる。従つて，企業蓄は品質政策上，前述

のような搬的獺蝦施すると dこ，鞭阯のた　　2．品鮭の腰と税全競鞭
めの生産費用と，lilil格，生塵数餓及び利潤との間のネゴ機白勺

な関聯挫を予め認識して計画することが必嬰であろうm　　　　不完全競争市場に於ては，’iiSifiltsの如く，同・・・…ll．il：（のlt’fi晶

　かくて，ここでは，まつ商晶品曇⑫差蜘1鎖と不完　と購，多かれ少なかれ，初最質蝦にす＞5・，，しかし

全競争の旋合との関係について考察し，次いで企業醤が　　　てその鹸質差の憾質には，種々あろうが，その虫たるも

前述のような経営国的に蟄いて，生lf葭費用を増力「iして品　　　のとして，順位性（order）と隣接性（contiguity）とが

質を向上したとすれば，どのように価格や縢出黛や利潤　　　考えられる。（り

が変動するものだろうかtv，理論的にのみ分析し，晶質　　　　いま・a，β，γという月搬から成る嶺純商晶で，夫？t

｝こりいていかなる経営政策をとるべきか，の一助にした　　若干質的内容の異るA1・A2及びAnというものを想定し

いと思う。　　　　　　　　　　　　よう・すなわち・次の如くである。
（註）（1｝この間の雁蜘な専情については，次のものに　　　A・瓢＋2β＋3「

　　詳細な叙述がある6J．　A．　Schumpeter：Capitalim，　　　　　　A　L・　・2α　一一　3β＋2γ

　　Socialism　and　Delnocracy．1950．　pp．72－一・80。　　　　　’　　An＝3α＋β十γ

　　　中山伊知郎・東畑精一訳「J．A・シュムペーター・資　　　　ここで，ある人がαなる用役を重視する用途を求むる

　　本主義・祉会主義・囎三主義」（上）｝’P・127－142・　とすれば，、その晶質上の順位は，・の数の大き割こ比例

　　灘鼎驚驚難1藍羅欝　L・A、＞AL，＞A，l

　　　etibion：A　Re－orientation　ofthe　Theory　of　Value．19　　となり，もしβの用役をより多く饗求するものとすれば

　　　50．E，　A．　G．　Robinson　：Monopoly．1952．　pp．32－38．　　　　　AL，＞A1＞A3号

　　　参照。その内部構造については・拙稿「不完全競争　　　壕たγがより大きく欲求されるならば

　　　企業の均衡一：〔業経営に関する理論白勺一研究一」　　　A、＞A；＞A，

懸舗鍛謹　撰撫繕誌鑑篇季鍮1撫：饗鰹

　　　lKost¢n　und　I〈ostenrechnμng．　Bd，　1，　Th¢o恥　　　i・1一心として，用探全傑について同時にその順位を窺うと警
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ct）　　』　る不完全辮の贈は・以下述べるようVこ・品難の1生

　　　　　　　　　　　　　　　み　　　 購要のlillilklSiE」i）bl！｛i・の相闘関粛・簾する・と猷

　　　　　　　　　　　　　4、　　　　ぎいように搬さ泌・

　　　　　　へ込㌧ム、　蹴1驚鐵灘難

　　　　　　　　　　A，　（β）　　　　ここでのA，P，・齢ける緻々貯べて供儲工，2β…

　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　…n撚すc、そして・b・1，，・、、……al決郊」：側各P、．　P，．　P、

　　　　　　　　　　A3　　　　　　　　　　　　……P・・の値が鴬まれば決簸され，後藩が変化すれぱ削番

　　　　　　　　　　、γ）　　　　　　　　　　　　　　も変化するとなすClそれ故・a1，　a2，　Ettl…’“all炎々は

のような放射線的な姿をとる。　　　　　　　　　　　　Pエ・P2，P”……P・1の爾数であると雷い鴛よう。すなわち

しかして調実に騨純儲f品で．眺のようr：　J［vtrtf“：を　　a・イ・（Px，P2，Pa。…’“・。・Pll）

もつものもあ楓働て多くの用御もち，その轍　　a・唾（P・・P・’，・P・1・”°…・11）

の用役に関する凶：線的順位が，・一・つ…・つの晶質に応じて　　　　　　a、，＝＝　fit（p1，Pu，Px，，＿＿p、，）

撒されているものも脇1’オLわ撚かか〉，s　，ILilil　”’｛）L－　N、　・rli　，・・り甑以外酬勧一魁し，　P1の襯かば

脈品雌の順鰍と呼゜㍉儲なli｛㈱勺li隣鯖婦を　か圃下げさL・一，　pi－dp，　u・f、fiしたとき，蔽鮨の瓢

醐撒蹴それと仮称しておく・　　　　　増力隅甑撒儲…供細，・、が。一婦。変化し
ところで轟A・灘A・剛するαオ・翻役の獄　たとする．そけると，P、に関す為・、の繍鞭係は
の女j＞A，〉。、　　　　　4…lr・－41r一師ト、．　（・．X）

でそのew的酪が　　　　　　　　である。このV・一一e’Ut，1、脚の1縣に対する儒要の蔽弾
　　　3の2α〉α　　　　　　　力性（di・ec・・el・・ti・ity・f　d－d）・2・である．飢。，，

であるから・その順櫨距燃セこ励て際的で踊と　の添調＋，　一・・S，鮒な鰍鰍し，以下述べる脳

謙よう・ところがたとえ・これ胴じへ・＞A・・〉・N・の　り，・の記馳脚使用する雌くこれ綱様な鰍で

如き藏線的順位であつても，もしその三蕾が，αに関して　　　取扱5。

　　　lill）≡髪　　　　　　毒二露霧慰撒鐙鶴蒲姿

ならば，その融の順位断晦的、なる。わ柿れは　な鳳｛反説から伽備は不変のままで・・のみ変化さ

鍔灘論総う蕪離二llr鹸1諮線猶宅£螺縄購醗茎盈詮を濫晶徽；、

纈鰍び・繊的iそれな・であ・．　　　・一薯÷㍗魎1醗堕）職（・…
　以上のような性質を帯びた品質差のあるこ』とから・需　　　である。これ，N．カルドアの所謂佃湘・に対する需要の

要者はその晦晶の銘柄を選静し・供給着側は代替関係に　　　斜弾力・圏…（cross　elaSticity　of　demand）（3）にして，また

於て相互に競≒争しながらも，その銘柄を独占し価絡を支　　　需要の聞接弾プコ性（lndirect　elasticity　of　demand）とも

配するに至り，他の競争著とは別個の需要範囲を特ち偲　　　呼称されておるものである。尤もこれら（1・1）式及び

ることとなる。従つて，たとえ他の競翁目手が，価格を　　　（1・2）式は，もし恥を引上げるならば，逆の関係武と

引下げても，多少の需憂量を失うかもしれないが，全部　　　なることはいうまでもない。便筑上，価絡の引上げに応

の需要量を蔓失するとは考えられない。この市場におけ　　　ずる需要弾力性をプラスのそれ，価格の引下げに対応す



170　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大蟻繊維挙部研究報告・錦5鼻

るそれをマイナス弾力性と呼称しよう。　　　　　　　　　限大ならば第一凋の値如何1こ拘らず

　さて，以上のよ5な種々な品質差等の性質とかかる二　　　　　　　　　〇Pl－一→一゜°

つの弾力性概念との関係によって，不完全競争の度合が　　　　　　　　　　OP1・1・→十。。

どのように規定されるか。　　　　　　　　　　　　　　　となり，もし蒋限値をとれば，η1一はマイナスの窟限値・

　まつ，隣接的直線的順位の様相を呈する品質差等の場　　　ηi＋は具体的な経済裏象に対応して，プラスとかマイナ

舎から考察してみよう。Aなる商晶のat最を供給する供　　　スの腐限値となる。

給者iの価絡に対する需要の商接弾力性は・（工・1）式から　　　このことは，隣擾的順位であるだけに，i供給者の価

　　　　　　　・トー畿暑　　　（・・3）獄縫濃慧灘1こ瓢簸欝繍累三

ところで，嫡品の社会蠕藤量榊とすれぱ・これ　っては，その額奪鯛騰く侵されたり誠は侵ぢ肌た

は個別的需要量の総討であるから・　　　　　　　　　　　りする場合もあり，隣接憐の淋いものの供給辮は，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　tl・＝a1＋a2＋a8＋………all＝Σal　　　（1・4）　　　被侵犯度及び侵犯度の小なることを派していゐ。＄壕，に

　　　　　　　　　　　　　　　　　同．　　　η1一の有限働ることは洞穣商尚！，謝して漁価櫛

供儲iを除ける齢の供儲の側響諄獅糊齢　灘ら鵬るという，彿蝋争の欄を胤セ醸汎
とす楓 @　i－、　1、　　　　てい・．瓢椒輔男㈱要綴捌醐蠣闘
　　！AドA－a・ロ1嵩a1・＋，具、a・　　（1’5）　よ獄であつてこそ・　【　1洛榊の舳の紺醐燃帝・

　　1．。、誼一A，　　　　　（1．6）　るのに対しもしイ醐的需囎が鰍大とな駄らば・

そ轍（エ．3）式は　　　　　　　・れに辮する各個別鰍給齢到麟鰍とはな鵬

　　　，，．一紹1－（農融　　 な騨蔭灘讐奮難、，、1，．の値を櫛寸

　更に（1・5）式より　　　　　　　　　　　　　　　することによつて，’奥に明瞭になろう。すなわち，いま

　　　・・一｛撫淵航象ρ｝暑　騨で’その各燃の騰勺順f徽！欄的

　　　《詮一器繍細働な、性質を帯び驚詩論議を
　この（X・7）式の右辺における括弧内の第二項及び第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ao　a2，　a轟・・…　°・”aU
三項と距の灘潮述の糠よ朔らカ・なように・価　とする．そうすると，A、嚇格，、闘する、，，。｛1．．．。、，

絡に対する需要の斜弾力性である。ω定義により　　　　　に対するマイナス斜騨力性は夫々，前述から明らかな如

　　　　　　　鵡洗1・　　　＜　＿畿　　（1．，8）

　　　　　　　1署・配屠薪〉°・　　　　　　　，。、．P1

　　　　　　　、瀦・藩〉・　　　　1：：：：濡：扇　（1’9）

。の場創愈鵡齢であ。か、，　　　一謝黙　（・…）

　　　羅・翫瀦・罫　　謙搬漏繍讃れば’鰍か5’　P’nyの供
の何れの値も，供儲iの商晶と，品質の順位に於て接　　　　　　　　　∂aL）〉∂a＄〉＿＿〉∂a、，

近している供儲ほど，相当大ぎく，それに遡い順位に　　　　　　一■，η1，2－〉η1，3－〉……〉η1，1｝．一

ある供儲になるに従い漸次小さくなる。これらは、か　　　となる。就鵬供給春2への需要が，供給蕾1に移動す

かる挫質を有する級数の総和であり，かつ隣接的なもの　　　る最は大きいと推察され，pエの変動前後における供紬蓄

であるだけにプラス無限大か，或は比較的大きなプラス　　　2の供給し鳴る鐙の差∂a2は，隣接性を有することか

の膚限値となる。かくて，これらの値が，もしプラス無　　　ら，変動前の供給鍛恥に近似し易く，方程…或（1・8）におけ
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轍最臨　　　　　論塑畿欝熱勢畿講熱鑛潔
それ故　　∂P・→o　　　　　　　た値である．この第噸購接的放嚇的1灘：の横に
にするとき　　　　　　　　　　よつて，有限値か9gqlsN大となる．また第二，第三領も，

　　　　　　　翌L→＿。。　　　　　　　　　　　　　　放珊線的順位が1鋤婁接して無限に発散するよう’1内審なれ

、輔向にあ、IP蝿爽繊、囎、“－」．　　鵬限火・醐し撒が小な欄鞭・ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り。従つてOPI＿もηi－・も負の無限大か，もしくは魚の
　　　　　　　∂a碑雪aり
　　　　　　　　醐　“　　　　　　　　　　　　有限値と熊るが，かなり火きな数値をとることになう
となり @　　　　　　　　う．輪副ナ。やプ。。の，。，伽細＿・1：
　　　　　　　齢一一　　　　　蹴，供儲1・）儲引下げや釧上げカ・他蝶・融
になることもあろう。　　　　　　　　　　　　　　　　範囲に・広くそして殻も早く影響するので，正または負

　ところが，プラス斜騨力性η13モほプラスの無限大か，　　の無限大か蚊はかなり大きな有限値を欝す。

襯値である．凱，供儲1のlt“M，frrJgt）t　l上げられれば，　従つて・第…三の揚脅は・融ゆ選好（pref・・ence）が

この供給番への個別需要鳳悉くか，或は一蔀分誠少する　　　皆無か・有つても微2tたるものと思われるから，不完全

からである。尤もこの減少部分は，他の供総辮へ分散せ　　　競劉猛は弱いものと推禦される。

られるのであるが，その釧臨1よ訓賄1の近い供襯浄程　　最後に・麗撒的・1韻川融の商嗣し給で隔るが，そ

多く，遠くなるに従い，少くなつてゆく、，　　　　　　　れが非隣接的1差1三質な帯びている場禽をとろう。たとえ，

以上のことからして，総体的に，第一の場會は網鍍　 このとき・拗獺的II附にして・i供1㈱の価格の変動

が強く，完全競串の如き樹目を晶することもあり，また　の・他供耀瀬の個鵬腰激に及々酬’淵は大きかろ5と

不完全競争と邸1も，その度脅は低いものと推定される．　　　も，非隣接酌なため・暫拗」線的品質簾の，イ祀il絡変鋤波

　第二の場合として，非隣搬自騨1線的な品望肋順位の性　　　及のための級数の総和1歌無限大とほならず・従つて，ηt－，

質を有する一一meの企業間の競蔀擁な考えてみよう。　　　　　ηi・1・も・またη1唱物η1，酬・も小なる億な承す有限値と

　品質は砲線的順位である4）で，荊述の場倉から，プラ　　　なろう。このことは，他供総鷺の価格の引上げ或は引”ド

スもマイナスのmもまたη1，L・の値も，かなり大なるも　　げにも拘らず・i供給滑提供の商晶に関する個別需要最

のと推察される。ところが非隣擾性ということから，相　　　が，ゼ酒とはならぬことを意昧しておる。

当それが割引されるものとみなければならぬ。何となれ　　　かくて・母後の場舎は・不完全競争慶をまかなり強いが

ぱ，例えば，η1＿をとれば，価格を供給著1が引下げて　　刃｝窒隣接的蔵線的晶質順1立の場禽より弱いであろう・盤し・

も，A2或et　Aaの品質などから，Alの贔賀へ選嬉を転換　　　隣接的直糠酌順1立の謝酎別騨力性の有限値が，後暫のぞ

せしめられることが，非隣接的なため，かなり阻轡され　　　れより火なるものと推察されるからである。

るものと考えられるからである。そしてこの非隣擾性の　　　以上，吊質藍の性質と不発全競争度との関係を，四っ

魔合が，大きければ大きい程，かXる阻害性は大きく響　　　の場合に分i麟｛し，考繁してみて理解されたように，隣接

くと書えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的なものよりも，非隣擾的なもの・就中その非隣接的直

　従つて，axでは，不完全競争度は強く，その極端な　　　線的晶質差を有するような商吊を生薩し販売することが

独占という現象を形成するとも考えられる。豊し，η1一　　最も有利，換言すれば，他の競争的企業とは別個の需要

がかなり小さいとみられるので，供儲1への増加個別　　範囲を確保出来，かつ，決して競争相手の価格操作に全

需要量もさほど多くないと推簸され，従つて総個別供給　　　面的に左右されるようなことはあり褐ないということ，

蚤は総個別需要量より大きく，確乎たる価格指令の自由　　　である。

が存すると察せられるからである。　　　　　　　　　　　　従つて，供儲としては，贔質上，他とは全然異なり，

　　さらに，品質が隣接的放珊線的順位のときには，どの　　　かつ，ある用役については，他では到底追随し祷ない

　ように不完金競争度が規定せられるだろうか。まつかX　　　ような優秀な商晶を考案し，生睦するよう心桝けること

る場合，価格に対する個別需要の慮接弾力性を示す　　が最も必要な辮であろう。ところで，いくら良質な商贔

　（1・7）式が，いかなる数値になるか。多くの品質に応じて　　　を提供するよう努力すると雷つても・あまり高価であつ

　一つ一つの晶質の順位があり，それに応じて斜弾力性の　　　たり，魔出量が少なかつたり，もしくは利潤が僅かしか
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得られないようでは，折角の，前述の如ぎ晶質について　　　嗣知の如く，商晶における品質の改蒜は，臨々な方法

の経営政策上の配慮も無に帰してしまうであろう。われ　　　によって果されるであろうが，その電製な一つは，生澱

われは，こうした観点に留意する問題を，つぎに検討し　　技術の革新（inn。vation）であろう。これは蜥紹期1【YJIi

てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数を変化せしめることもあろうし，金くll躍llし，’1r．いこと

〔調（1）この節詮脚こ亘り，E．・H．・Charnbe・1in・The　もあろ5。それは，一・切の・P窯儲粉的の齢1鞭墨の鉱

　　　　Theory　of　Monopolistic　Competition・　1950・及び　　　を増誠するというような生臆方法の変夏ならば，・W用爾

　　　　栗概皓「独占1麟の聯」に飾ていること　数蝦化せしめるであろうが，質，搬も防蜘豊脳銀

　　（、）盗瓢罐、。講濫鑑癌ll§。7．、PP，を識嚇F囎せの纐・しめ・・か闘総

　　　　1．02－ZO4．大塚金之助訳「マーシャル・経済学　　　額としては変らないというのであれば，この爾数の変化

　　　　原理」第1分冊・PP・2｛）Z－202・　　　　　　　　はないであろうnしかし・1がら，われわれの常識で｝歌，

　　〔3）N・1〈・｝d…Ma「ket　lmpe「魯cti°警and　Excess　大多数の灘　勺鞠1が，少くともいくっかの‘購螺の

　　　　蹄1膨（Read’ngs　in　P「’ce　The°「y’1953．利用変財なわ破・・緻頻・承姻・嚇・謙

，（G）栗村雄吉「前掲魍・」PP．57－58．　　　　　よう・（1）

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　従つて，喪用曲線のヲ1珍酸や偉概にしても，当然弧々変
　　3・不船競嚇場に塑る品質向上の　化ナる。一一一一例では，醗灘か邨・み鍛して撒改
　　　　産出量，価格利潤に及ぼす影響　　　　蒋を図ったとすれば，以前とは，その設備の消粍に閾す

　供儲は醐来るだけ優秀な晶質の商晶を提供しようと　　　る費用の盤ができ，その曲線のμ1発点及びその附近にお

し，需要看も亦，そうした商温を欲求している。ところ　　　いて・前とは異なる如きである。

がその場合，前述の如く供絵着は利潤を考慮するであろ　　　　ところで・晶質の改瀞は・更に跨1ら所謂箇男嚇｝要函数

うし，需賭｝漁i格や消鶴余剰tlこついて酉d慮するであ　（i・di・id・・l　d・m・nd　f…ti…）も亦変動せしめ繍で

ろう。従つて，供給鷺としては，いか程品質を向上した　　ある・これを示す簡別需要曲線の変化の仕方臨位齢と

ならぱ，どのように灘出量や価格が変鋤し，どの位の利　　　傾斜の憂動とに分けられるであろう。前藩ほ同一佃i絡に

潤となるだろうかの問題を検討することが必要となつて　　　おける新需要量が，一様に1日需要阯より火になるか卿よ

くる。ところが，品質についての諸問題は，仙絡や数量　　　小になるかの変鋤を，後轡は同億価楕における番日応」勲こ

の如き童的（quantitative）なそれと…異なり，質的（Clu一　　於て，それぞれの・切線の横1附となる角度，所謂需要の価

alitative）なものであるから，その直接的な取扱いには　　　絡弾力性が等しいままにか，或ほ轟つたように変化する

非常な困難さを伴う。それ故，かかる問題に対し質的な　　動きを習い，これに等弾力［1勺変動（iSo”elastiC　Variation）

ものを量的に表派する便宜手段として，現実には必ずし　　　と異弾力的変動（different－－elastic　variation）とのある

も妥当するとは思われないが，品質向上には生藤費用を　　　ことは周知のようでめる。

高めることにある，と仮定する。そして生崖喪用を増加　　　　さて，品質改良のための按術的革斬の仕方が，比例的

して品質を向上したことによって，どのように価格・塵　　　可変喪用のみ増加したとなす。そうすると，改良前の生

出tw　・利潤が変動するかの問題追究に転化して論を進め　　　熊物A1の限界費用曲線より，改良後の生騰物A2のそれ

ることとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，一禅に，しかも微小燈αだけ上にズレ上る。従つて

　そこで，簡易化のため，ここに同種の商晶の，品質を　　このαは正の常数である。最初はそうした晶．蝦改良をし

若干改善したものと，改蕎しないままのものとの二っを　　　たにも拘らず，箇別需要量が，従って箇別騰要曲線が一一

とる。そして，それらの販売のための費用は必要なく，　　　定であると阪簸し，熊出澱，仙格及び利潤の変化を考樂

しかもそれら生産販売の立地関係，有形無形のサービス　　　しよう。

は全く同一であると仮定する。こうした想定の下でな　　　　生騰最をaとし・A1生瞠物の総生騰費用を軌（a）・限

お，二つの場合，すなわち，一つには，当該供給者との　　　界費用を軌！（a），均衡塵斑蚤をa1，　A2生熊物のそれら

競嶺相手たる，他の供給者すべての諸経済行動が，いか　　　を夫如侶（a），g2ノ（a），　aL・とすれば，

なるときと錐も不変なものとする場合と，他の一っは，そ　　　　　　　　馳！（aり）謬軌！（aL・）＋a　　　　（2・ユ）

の行動が，ともに競り合つて変化する場合と，が考えら　　　なお，a1とa2との関係を

れるけれども，まず初めは前者を仮簸し考察してみよう。　　　　　　　　aa－a1　・β
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とすれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎに価格の変化は

　　　　　　　a2謂αt十β　　　　　　　　　　　　　　　（2。2）　　　　　PL・　－Pl＝＝F（a2）－F（al）＝＝F（a1－1一β）－F（a，1）

A1蜘肋及びA・生劇勿a）均衡“ll陥を知Pl・Pllとす　　　　　　　　　　＝A・F・（・i）．

醐別需､欝臨のであ　（・…一一〔誌｛，⑫聯漏．劇L，コ2）

一均衡
E一　　誘雛あ融7di　。　a＝＝a1

　　　　　　　蕊｛・・F（a）｝－ip・ノ（・）＝0　　（2・5）　　　・’・Pu－－P，・＞0

　すなわち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となり・従つて・限界喪用増力llに伴い・価絡はlj瀞畳する。

　　　　　F（・、）”1－　tl、．F・（。、）－pa、！（tl、・、）司（2・6）　そうして・その1隙

伽改」T灘1贈騰ほ二を・、助　撃鋸醸爾鷺勧繭1。2B）

が嬢となる・　　一　　　　　から欄ξされるよ鵬箇蠕劃1線鯛配剛して，
この武に（L．1）及び（鋤の1賦を似すれば　　限界収入蠣ミの鯛と限職制1線のぞ減嵯胴＿
　　F（aコ＋β）＋（a1一トβ）F！（aユ、「卜fl）一　〔q：〆（a↓→一β）＋a〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるとき，限罫費用増加の1晦iと一一敷し，その他の場合

　　　　　　　　　　　＝＝　°　　　（2°8）　断腰醐1鯛酉己と麟劇増力llの幟嚇。砒例

　これをテーラー展囲すれば　　　　　　　　　　し，限界収入曲線の勾酉己と限、界盟用曲線のそれとの蓬に

F（a・＞V－2i？F’（al）＋anFi（a／L）＋a・β玖a・）＋β蝋a・）　逆」刷する曙泪、う、、，…

　　　　　　　　　　　一〇・・！（a／）一解（a・）昭謂゜　｝脈，瀾曜化は，A、蜥物．よる利潤a、，A，，

α鰍小趾したから・その鵬ll蝋鳩βも，それ　鋤ミ’i励それ舳とすれば

に伴い微糧で踊から・β1調する二次以上の鰍小　　λ…、一｛P・、al，　Mop1（・、）HP、・、一。，（・，）｝（2．14）

は無視し・かつ・（2・6）式tl－，一．代入すれば　　　　　　　　　　　　　（2・1）式なオ…t・t分すれば

　　　1βla（ai）＋a　・’．　PF　’！（“1）m　fi　°P　’t（a1）－eCm　°（L）　’”’　∫…ノ（・・）・a・一∫M・・…｝…一・・（・u）・・a，＋・

　　　β〔論｛F（a）－1“aF’（a）一“　q・！（a）〕嵩、　　　　　㈹・・職分纐）　（・…）

　　　　　　　　　　　　α　　　　　　　　　　　　　　この式を（2・工4）式に代入すれば

　　　∴β瑠藤）一・－aF…a・一而㍊1°）竺ll調鳥調2｝調豊調1）一・aall－C｝

　不完全競争市場における限界収入tlll線は逓降的である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋αa2＋C（2・16）
から
　　　〔S，｛・（、）＋。．・・（、）｝〕＜。　　恥’ll難）

　　　　　　　　　　　　　　a＝al　　　　　を柳（ならしめるP津鋤匿であるから，必然的に
　均衡点では，普通限界費用曲線は逓増的であるから，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛Pエat一ψユ（a1）｝一｛P2a2－～ρ1（a2）｝＞0
　　　〔dda｛〆（a）｝＞o　　　　　　　　　なお

　　　　　　　　　a諏al　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ecaL）＞0，C＞0（∵問題の性質上）

　それ故分母は負である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：．λ1－Rg＞0　　　　　　　　　　　　　（2・17）

　また，仮設により　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも

　　　　α＞0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λrλ2＞aaL・＋C

　　　∴β＜0　　　　　　　　　　　　　　（2・11．）　　　これは，利潤が1粘質を向上することによつて，滅少し，

　これは，限界費用の増大は，羅閏量の減少を来し，そ　　　その損失の幅は晶質向上のために費した平均生産費用の

の程度は，限騨収入曲線の勾配と限界費用曲線のそれと　　増加分以上であることを意昧するものである。

の差に逆比例することを意昧する。　　　　　　　　　　　われわれは，つぎに前と同額の限界費胴αを同様な方
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法で増加して晶質改良をなした結果，箇別需要量がγだ　　　あるから

膿恕難耀羅艦総闘匡離　晶M・）｝〉・
今魔は品鰍鍛の均衡のための必要条件は　　　そ轍（2億31）式の研q雌である・従つて

　　　誌｛。．F．（。）｝（。）一・　（2・・9）　・一｛・＋a1・霧｝蓬・・・…（・）

蕨後の均縦出量を。。均衡価格をP。とすれば　なるにしたがい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ尋0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・32）
　　　F（・c・…）＋・Ct・1渥F（・c…）・・opct1（・の　（2・20）　　　）

改繭の蜘・格をF・（・・）・佃・糠化分を・とすれば。謝：繍繊1総舗；髄聡雛

仮設より・・♂（・・）＝…！（a・・）＋α　　（2’21）　いか灘しい欄測・さいか縦つて諏斯麺1｝鯛、膿

　　　　　　　a…　a・＋γ　　　　（2°22）　の融・r・魏繍加を靴漫の」ギ楠，　1鵬闘饗疑

　　　　　　　α＝α・＋（Ct－“・）　　　（2’23）　∫ll勅1分と限界収柚極ゆ婦紛の灘灘。髄i燃

　　　　　　　…F（a・・，“）　＝δ＋F・（a・）　（2’2a）　の変僻と改麟∫の隙脚峨酬派竹鱒三鯛し，

　（但し・仮設よりF・（・・）蟷数諒た，a・は融改　需鋤線の」、船の蜘と限界鋤1轍のそれと備。

脚ためのee用増加のゼ・で舗こと櫨味する・）　逆比例することを騰していると謙よう，，
（2

xP銚’て聯すオしば　　　つぎ剛糠伽
　　　b：aF（・・，の謬撮　　　　　　（2・25）　P三・－P、聞F（・a、ec）－F、（・、）　　　　（2・33）

　　　｛∵aCt＝φ（a，の｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　これに（2。22）式及び（2・23）式晋代入すれば

（2．2・）謝。（2．24）及び（2．25）の両蹴代λすれば　　PCt　’”P1・　＝’F｛a’・＋γ・α・－1－（α一a・）トF・（a・t）　（2’3…L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これをテーラー展開すれば
　　　　　　　　　　　∂δ

。の蒙峯鱗糠；贈）　（2t26）画一F姻略＠一蛾｝（1蜘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一F1（a1）　　　　（2・35）
　　　　　　　　　　　∂δ
　　　δ＋F・（・・）＋・Ct・cr。＝qiノ（・Ct）＋α　（2・27）　仮設より

　これに（2・22）式を代入すれば　　　　　　　　　　　　　　　　F（a1，　ao）＝　F1（al）

　　　　　　　　　　　　　∂δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ao　＝’0
　　　δ＋F・（a・）＋（a・＋かr・・ノ（a・－1”γ）＋a（2’28）　　　　∂

。れをテ．ラ畷開すれば　　　　　　“・pct一・・＝γ呵F（a・・　a・）’　「Ft！（a・）　（2’36）

　　　・＋F、（・、）・・、・霧…ll－・、！（・、）　　　　・・ノ（・・）〔・一｛・・…gg｝・・・…ノ（・）・

　　　　　　　　　　　　　・…〃（・・）・・（・・29）　∴陣P1＝㎝一凹嘉蕊爾F｝属、，、

これに（2’6）式を代入すれば　　　　　　肩智述の如く，珊繭にして
　　　　　　　　　　　∂δ　　　∂δ
　　　δ＋F・（・・）→－a・・謝γ・罐F・（・・）　　　　　　　F・t（・・）く0

　　　　　　　＋・、．F、・（・、）＋γ・ip、〃（・、）＋・（2．30）　従つて

　　　　　　＿｛　　　　　∂δδ＋a・・薇｝＋…F・！（・）　　　・一｛・＋・囎肇・・…ノ（・）　（・・38）

　　　∴γ昌……∂t”一一一一　…一　（2’31）　なるにしたがい
　　　　　　　　　撮｛δ一ψ・！（a）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pd峯P1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・39）

　不完全競争市場では

　　　　　　∂δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち，限界費用の増加分ど限界収λ曲線の上昇分
　　　δ＋a1’薇くo　　　　　　　　　　　　　　　　との差が，需要噛線の変化率と改良前の騰繊蟄との積よ

　　　at・F1ノ（a）＜0　　　　　　　　　　　　　　　　　り大きいか，等しいか或は小さいかに従つて，価絡が騰

　前述の如く，普通均衡点では限界費用曲線は逓増的で　　　貴するか，不変のままか或は下落するかである。なお，



密　坂；不完全競争市場と経営政策　　　　　　　　　　　　　　　　　175

匠一｛・＋謙轟彌壽鷺蔵（　）　噸〔隔調歪含価ぬ、）

この（2，40斌から明らかなように，この場含刎縮の幅　にしたがい

は，箇騰腰曲線の勾融こ対して，そ曙要齢初上昇　　　　λ1夢λ・
分の勾蘭と限界費用曲線のぞ才Lとの差が同一であるとき，　　　すなわち，限界費用増加分カミ箇別需要曲線の上昇分よ

限界費用増加分と限界収入［1主線の上タ1分との差に需要曲　　　り小ならば・（2・46）武にしたがい・利潤が増加町く変・

線の変化靴改賄の嵐瞳との程至勧眈た値の幟こ一　或鰍少となり・そのゴ鰍の1脚；（2，4、6）式のii脳の箆に

致L，その他鯛拾は，矯腰曲線の勾配とこの（2・40）　よることがわな濁・

武の左辺の珊との積の値にコ三比例し，岡武の右辺の分　　なオ・，・麟δの鵬も同様にして翻剛1論鵬妨・

母の働こ逆比例臓磨えよう。　　　　　　い鷲でll｝．，巌該供儲以外の駕静樽がいか脳場
駆に，利潤の変化は，A、生1淵雛よる利潤t。。λ、，A。　禽と嵐鰍その経済活動に於て何綴化醐臆いと想

生騰物のそれをλCtとすれば　　　　　　　　　　　　　　髭してぎたが・これからは他佛㈱も・晶質改良鞠こ参

a、－z、、・。＝｛P、、一。、（、、）｝一｛Pct　tlct　一　Wct（、。）｝（2・41）　カnし一c’生徽び脇1醐勉行うものとみなして訥鵬

（2・瓢拭鰍分すれば　　　　　　　　の1聴端寮してみよう・尤も・仙錦省燃べた如く㈹・

∫・・’・・　・aCt・cl…　・1・o…圃・仙即個機・・　驚欝認簾麟繍簾襲警灘儀

（（）｛t’rv’．｛分二｝拷齢数）　　　　　　（磐・働　微ノよ1撚科学猷職術栢iに蟄つては非公開的なもの力二多

（2・4エ）痴こ（2・42）武を代入一“9－’れば　　　　　　く沖々椰加湿綴改良について交換し協訂匙徽いよ

　λ1一為踏｛恥a1”嗣軌（a1）｝…｛PCtaCt－ca　1（aの｝　　　　　　　うであ嶺ヤしかしながら，ここでは敢て多大なる囲難な

　　　　　　　　　　　　　　　＋αaCt＋C　（2°43）　　払つても，他企業は単つて断捜術を灘入し晶質改良を爽

　これに（2’3）武及び（2・24）ukta’代λすれば　　　　　　　　施L．，激しい競華を行うものと想定する（，

　λ1－ha　＝｛Fl（aDaxMqi（al）｝　°t－〔｛δ十Fl（aCt　）｝apt　　　　　さて，かかる間題は図形的に観察しつつ考察するのが

　　　　　　　　　　　一轍（aの〕十aaCt十C　（2・44）　　便党と思われるので，この方法をとることにする。まつ

　これを展關して整理すれば　　　　　　　　　　　　　　藩干の前提条件を設簸しよう。

　a・1－－RCt　＝〔｛Ft（ai）al－ep1（a1）｝一｛F1（aのa¢　　　　　　　その一つは，…企業は一生鍛物しか生産せず，しかも

　　　　　　　　　　　　一一Wl（aCt　）｝〕A・（α一δ）aCt十C　　　　それはすべてう「己尽くされる。瓢つには，同じ塵業部門内

　F1（al），　a1は函数　　　　　　　　　　　　　　　　におけるあらゆる生嵐要繁の供給は完全に弾力的であ

　　　F1（a）・a－q1（a）　　　　　　　　　　　　　　　　る。三つに｝ま生塵費用のみ増加して，晶質改良癒なす。

を極大ならしめるFl（a），　aの値であるから，必然的に　　　つぎに，各企業者は独自に個別的に価絡を操作すると

　　　｛Fエ（a1）a1－Pl．（a1）｝一｛F1（aCt）aCt・・－iP1（aの｝＞0　　　いうことはしない。さらに，同一産業の生騰物に対する

　　　　　aα＞0，C＞O（’・’聞題の性質上）　　　　　　　祉会的需要蚤は一“reである。最後に，一騰業内に於て一

それ故　　　a＞δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・供給者が利潤を有する場合とか，或ばその収益がその産

ならば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業全体またはその任意の部分の「股的竸争水準よりも高

　　　　　λ1＞触　　　　　　　　　　　　　（2’44）　　い限り，これを消央せしめるだけの新しい供給者の数が

しかも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末知ながら充分にこの塵業に存在し，かつ自由に参加

　　　　　Jtl・．．λD＞（α一δ）act＋C　　　　　　（2・45）　　　（free　entry　intQ　the　trade）するものとする。（4）

　すなわち，限界費用増加分が箇別需要曲線の上昇分よ　　　　次に次頁の挿図に画かれた炎々の曲線の説明もしてお

り大きいならば利潤は晶質を向上することにより，減少　　　きたい。

し，その損失の幅は限界費用の増分と箇別需要曲線の上　　　　まつAC曲線は，同種商品生熊グループのあらゆる供

昇分との差と騰出量との積以上であることがわかる。　　　給著が，品質改善に喪した総生藤費用を算術平均して得

　また，もし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られた各個別供紬巻の平均費用の曲線である。そしてac

　　　　　aくδ　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲線は，他のすべての同種供給巻の品質が一一一raという仮

ならば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定のもとに於て，一供給蕾のみが贔質改良をなした場合
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に，費した平均費用の曲線である。なお，MG及びmc　　の動きの順序を示すものであるn

曲線が，夫々これらから派生し，対応するところの限鼻　　　1よじめに，一供粕麿の晶質改良をしない前の累均及び

費用の曲線であることはいうまでもない。つぎにDI）！曲　　　限界生産喪用ta’　ACx，　MCエ，個別需嬰IHI線∬Dl，限界収

線は，すぺての同種供紬蓄の生縢物価格が同・一一である，　　　入曲線をMR1としておく（，そうすると，前述の（2’7）式

という仮定下での，種々の価絡における任意の個々の供　　　から推禦されるよ5に，極火利潤の籍られる蹄1出蹴は，

給巻の生産物に対する需要を示す。従つてこの曲線は，　　　MR1とMC1との交点Vにて規楚されるところのOL，そ

この種の生産物に対する総需要曲線の微小部分にして，　　　の価格はALにして，利潤はAnCDとなるc，

供給者数にて，総需要函数を除したものに等しい。なお　　　　つぎに，すべての供給瀕が，逐次品鋭改良をなし始め

MRはこの需要曲線に対応するところの限界収入lltl線で　　　るとしよう。

ある。そうして挿図上の各添掌はそれぞれの場合の経済
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　言づ，ある一供給著を除いた，他のすべての供給蕾夫　　　　そこで，他供給轡も「己が地歩を保つ」ために，巌該

々が，個別的に晶質改良をなし，そのために費した生　　　一供給着の技術水準に遅れまいとして，ここに夏により

産費用と・もとからの費用との合計が，AC2曲線によつ　　　よい晶質政策がとられ，総体的に，各供給瀞の生騰農用

て示される≧する。ついで，唯一供給考のみ，特に需要　　　は増大せざるを褐ない。こうなると，この岨質改良競争

増加を図つて，独自により多くの生塵費用を投下して品　　　に打克ち偲ない供給齎も，ここに現娼し，かれらは廃業

質改良をなしたとし，それを示すものとしてact曲線を　　　するか，もしくは他澱業へ転化せざるを得なくなって，

引く。かつ，これはかりにAC2曲線上のFを通るものと　　　その同覆産業内の供給者数は1戒少する。こうしたことの

する。そ5すると，恐らく，i当該一一供給暫の販壷量は図　　結果として，一一“方では，残存した供給滑の愛け持つ販術

上には表現し得ないが・増加するであろう。しかるに　　最は増加し，DD！曲線々よ，　DsDa！からD：tDnlの方向へ

他方・この種の商品の祉会蠕要置は一定であるとしり　と上昇する．また，他方で1・＃・，前述の如く一撒繍騙

仮定を設けたから・各供給蓄の個別販売墨は減じ・DlD1！　　生塵喪用を増加して晶質改良するうえに，か・つ，供船者

曲線は・最低のAC1曲線と切するようなD2D2！曲線　　　数の誠少から，すべての供給藩それぞれの負撫すべき生

の位置へ移行するも㊧と考えられる・蓋し・もしそれ以　　　礎費用は平均的に増加するので，AC曲線は，　AC2の位

下に移行するならば・いかなる点と聾も損失を象るから　　鷺から，ac1曲線に沿つて右に移動しACaの1鯖溌へ遊

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む。そして一応，D：D：ll曲線とAC：1曲線との交点〔～鵠｝ζ
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て運動を僚止するn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工944，PP．72－一一7tl，安非琢謄・福岡正夫共訳

　ところで，こうしたすべての供給響の経済行鋤によつ　　　　　　　「0・ラソゲ。価絡伸縮性と雇傭」pPユ08一1工3・

て・当・雑儲の・燃・・におけ礁・・」…　　舗艦莞撚灘雛護隷関す
獺には・蜘1珍SEJTの女口誠失となつて・益・大き　　　る理言勧一研究一」（松商論、遊．第…号．PP。

くなり，かつ一般的に販ゴ」竃養ONからMN盈だけ多く売　　　　　　工3－14．）

捌くことにょつて期待していた利潤も結局は月蜘こ転　　　（蝋禰「不、・全獅市楊と賑1・醒馴一工業糸糖に

瓢謹繍麟鷺壷畿賛甑灘騨　　、，灘欝ll謙糀誼盤灘
いt、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　or　group　equilibrium）が戊：立：することになる。

　このようにして，一・供給r欝の1守1質政策に，廻に他の供　　　　　　　　i洋和1に・ついては次のものを1参1照されたい、、

儲も追随すると思われ鋪1た，これに対処して当1該一　　　」・R・bin・。・・Th・E・1・・mi・・。f「mp・・fect　C・・

灘灘灘繍濾，濫騰灘　蹴羅雛撫遭。1、）（［．　・no・・1i・

線は・ac・の儲1から・1）・・W．llll線と姻嚇る・c・の舳　　 （（S）P．　A．　S。muel，。。，F。u。d、ti。。。f　E，。。。mi。

へと上昇し，仙方AC曲線は右方へと移動し続けるので　　　　　Analysis，工953．　p．87．

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここに，添嚇閏は存総しない力二，企’業が存続しう

　しかしながら，aC曲糠が，　IDa’1）：〆曲線と切し，その　　　　　　　る裏付けとしての余剰・すなわち1）・　A・サミ；x

雛撚難憾認寄姦識辮　　，，灘難ll灘雛器熱
独同に・囎駄り多・く生剃憂用轍下Lて融敵∬耽な　　　あるという，1－1、・、Staclcelb・・9やKM。ll，r・wi・z

そうとすれば，ac山1線はD鵠D講ノ曲線の上位にf1：［｛iEする　　　　　　　　などのイ云剰餉勺磯用憩1諦1に従い，生騰i凝用の二発腿

ことになり，かえつて損失刻召く維塾に陥るt、従つて，　　　　　　　形態を画いてなしたものであるnところが，

㌶畿襯勢く潰鰹繋腰島躍　　彗懲麟鋪継籔謙繋1
者聞の品質改良も終止符が打たれることになるn（「｝）それ　　　　　　　ものではなく臓線であるとしている。それ故，

故，すべての供給蕾が相互に競り脅つて，贔質方策を実　　　　　　　根本的な問題として，こうしたことを検討し．て，

施した場合の，価絡の変化はALからPRと上昇し，塵　　　　　　　あらためて・この図解的説賜なする必嬰があ

出童のそれは，・・か・・R・1妙・・利潤燗形・・CD　為鹸扇あ穣1粥総脚熟蒲

から伽㈹へ変化したと謙よう゜c’）　　　　　　　もの鯵照されたい。
　以上によ，つて，われわれは，現実における種々の場倉　　　　　　　H．v．　Stackel　berg：Grupdlagen　eine：reinen

についで，晶質向上のため生産費用の増加が，価絡，塵　　　　　　1〈ostentheorie・1932・

lil最及び利潤に，どのような影響を燭すか，また，い　　　　　　　K　Me11e「owi『z：Kosten　und　K（rstenrechnung・

かな・条欄鞭れた囎，・の琳・つ・・て，どの　　器誰蓬1濃，撫，認，。nl〈．、，＿

ような結果を生むかを窺い碍たように思われる。　「はし　　　　　　　kurven　und　seine　．1］egrijnclung，（Zeitschrift　ftir

がき」で述べた如く，蝶都ゆ終局の経㈱標は，舌　　　H・nd・1・wissen・chaftli・h・F…ch…g．　N・u・

・ミぽ利潤の鰍のみであつた．し・まや，経齢嚇L　　　F°lge　5・」ahFga呼953・Heft　l・SS・工一35・）

禰・・ろは㈱・それのみではないこ尉なわ　　趨㌍器1課e盤e謡甚朧霊；
ち，良質低廉な商品の提供を髄じて，企業曹自らも嘉　　　　　　　von　Kostellkurven．（Zeitschrift　fiir　Betr量ebsw一

び，労働習，消費蕾更に禺資者・に対して琶：ばれること，　　　　　　irtschaft・i9・　53．6・SS．329－345．）

をよく企籍は蹴して，ここに捌ヂた理論的繍融，　　　W・Waff・・F．・hmidt・Z・G・t・nb・・g・U・t・・rs一

前節の・綴輔品の提供・を・併せ考え・・購・つ・・　瀦u㌫驚、総。識盤、濫s禦k器

ての経営政策を企てていただけれ1ボ幸いである・　　　　　d・1・wi・・en・ch・ftli・h・F…ch・。g．エ953．6．　SS．

〔註〕（1）O，　Lange；Price　FIexibility　aqd　E皿plyment．　　　　　　　　　　271－－285．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


